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○普代村男性不妊治療費助成事業要綱 

平成28年10月27日告示第35号 

普代村男性不妊治療費助成事業要綱 

（目的） 

第１ 子どもを希望しているものの子どもに恵まれないため受ける不妊治療のうち、男性不妊治療

を受けている夫婦の治療に要する費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図るこ

とを目的とする。 

（用語の定義） 

第２ この要綱において「男性不妊治療」とは、次の(１)又は(２)に掲げる治療とする。 

(１) 精巣内精子生検採取法（以下「ＴＥＳＥ」という。） 

(２) 精巣上体内精子吸引採取法（以下「ＭＥＳＡ」という。） 

（助成対象者） 

第３ 助成対象者は、法律上の婚姻をしている夫婦で、次の各号のいずれにも該当するものとする。 

(１) 夫又は妻のいずれか一方又は両方が普代村に居住し、住民基本台帳法（昭和42年法律第81

号）第６条の規定による住民基本台帳に記載されている者であること。 

(２) 妊娠のために、男性不妊治療が必要であると医師に診断されたものであること。 

(３) 岩手県男性不妊治療費助成金（以下「県助成」という。）の交付を受けていること。 

（交付の対象となる治療） 

第４ この助成金の対象となる治療は、知事が指定した医療機関（以下「指定医療機関」という。）

が行う医療保険適用外診療で、妻が妊娠することを目的として行う男性不妊治療（当該治療に係

る入院費、食事代、文書料及び凍結保存に係る費用は除く）とする。ただし、夫婦以外の第三者

からの卵子提供による不妊治療は助成の対象としない。 

（助成の額） 

第５ １組の夫婦に対する助成の額は、１回の治療につき、ＴＥＳＥにあっては10万円をＭＥＳＡ

にあっては５万円を限度に当該夫婦が助成対象治療に要した費用（県助成金を                    

除く）と上限額を比較して少ない方の額を助成する。 

（助成の申請等） 

第６ 助成を受けようとする者は、県助成の交付決定通知書の交付を受けてから３ケ月以内に、普

代村男性不妊治療費助成金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて村長に提出しな

ければならない。 
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(１) 岩手県男性不妊治療費助成事業受給等証明書の写し 

(２) 岩手県男性不妊治療費助成金交付決定通知書の写し 

(３) 男性不妊治療を受けた医療機関が発行する領収書及び明細書の写し 

(４) その他、村長が必要と認める書類 

２ 村長は、前項の規定による申請があった時は、その内容を審査し助成金交付の可否を決定し、

普代村男性不妊治療費助成金交付決定（却下）通知書（様式第２号）により、申請者に通知する

ものとする。 

（助成金の請求） 

第７ 助成金の交付を受けようとする者は、第６第２項に定める通知を受けた後、普代村男性不妊

治療費助成金交付請求書（様式第３号）を村長に提出しなければならない。 

（助成金の交付） 

第８ 村長は、請求書を受理した時は、その内容を審査し、適正であると認めた時は速やかに助成

金を交付する。 

（助成金の返還） 

第９ 村長は、偽りその他不正行為により助成金の交付を受けた者があると認めたときは、その者

に対して助成金の全部又は一部を返還させることができる。 

（備付書類） 

第10 村長は、普代村男性不妊治療費助成事業台帳（様式第４号）を整備し、保管するものとする。 

（補則） 

第11 この告示に定めるもののほか、この事業の実施に関し必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行し、平成28年４月１日から適用する。 
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様式第１号 
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様式第２号 
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様式第３号 
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様式第４号 

 


